
令和３年１２月定例教育委員会 会議録 

 

令和３年１２月２２日（水） 

                        粕屋町役場３階３２会議室 

 

○出席委員  西村 久朝 教育長 

         青木 政広 委員（職務代理） 

          舎川 真理 委員 

          青木 知香 委員 

○欠席委員  長  順子 委員 

○傍聴人   なし 

   ○事務局   新宅 信久 社会教育課長 

中原 一雄 学校給食共同調理場所長 

神近 秀敏 子ども未来課長 

中村 隆 指導主事 

早川 良一 学校教育課長（書記） 

 

１ 教育長挨拶 

 

２ 報告事項 

＜管内教育長会報告＞       

 ○所長挨拶から 

  ・11 月は教育月間。教育文化の表彰式開催。 

 

＜管内教育長会＞ 

＊ オンライン通信 「こころざし」について              

 

＊ 子ども達の命を守るため                      

 

＜教育委員会事務局＞ 

  卒園式・卒業式の日程 

   ○町立中学校   3 月 11 日（金） 

      幼稚園   3 月 16 日（水） 

      小学校   3 月 17 日（木） 

 

  次年度の入園式・入学式の日程 

   ○町立中学校   4 月 8 日（金） 

      小学校   4 月 12 日（火） 



 

      幼稚園   4 月 13 日（水） 

 

＜１２月町議会＞ 

  ＊ 一般質問 

    ・12 月 6 日 （月） 

    ①福永  

②田川 （阿恵官衙遺跡の活用、九大農場跡地利用計画、 

公有地として議案を上程している点、阿恵官衙遺跡の保存活用計画

の骨子が固まり、文教厚生常任委員会において説明する点、今後、史

跡整備基本計画へと推移する点を説明。 

特別支援学級や通級指導への支援と環境整備について） 

          各学校で、タブレットや電子黒板を使用し、先生方がいろいろなソ

フトやアプリ、タブレットの機能を活用して、指導の効果を高めてい

ると説明。 

    ③宮崎 （不登校生との実態、 

 コロナ禍において、不登校の児童・生徒は増えてきている。それが、

コロナが直接の原因ではないが、間接的に、子どもたちへ影響を与え

ていることは考えられる。 

タブレット持ち帰りの実績、 

 小学校では、家庭学習でできるものを実施し、児童の学習意欲の向   

上や学力向上に効果があり、中学校では、学校閉鎖、学年閉鎖、学級

閉鎖等に対応するためのやり方の確認ができた。 

不登校生徒への配信困難の理由、 

 不登校生徒への授業配信は児童・生徒の個々の状況に応じて対応の

仕方が違い、現段階では検討中である。 

インターネットを使った授業での人材バンク） 

 児童・生徒の個々の状況に応じて対応の仕方が違うので、人材バン 

クを活用しても、手助けできる内容は限られている。学校で必要性が

発生すれば、今後の検討課題とさせていただく。 

    ④井上 （英語検定の H２９からの予算と執行額、 

 平成 29 年度は、予算 320,000 円、執行額 88,400 円 平成 30 年度  

は、予算 490,000 円、執行額 276,350 円、令和元年度は、予算 490,000

円、執行額 249,200 円、令和 2 年度は、予算 490,000 円、260,950 円

です。 

今後も継続か、 

 今後も取組は続けていく。 

         他の検定補助金にも助成を、 

          今のところ、英検以外の助成は考えていない。 

英語検定助成を小学校６，５年生にも） 

 前向きに検討が必要な課題であると考える。 



 

  ・12 月 7 日 （火） 

    ⑤案浦 （かすやドームのネーミングライツ、九大農場跡地利用 

かすやドームへの愛称を付与する命名権を利用した施設の維持管

理費の捻出については、検討課題としていく。 

九大農場跡地の遺跡調査は、７月より確認調査を実施し、１２月で終

了する予定。これにより建物基礎部分撤去時の発掘調査の有無を判断

する。 

    ⑥川口 

    ⑦鞭馬 

    ⑧山脇 

  ・12 月 8 日 （水） 

    ⑨杉野 

    ⑩本田 （子どもの将来像、 

          子どもにとって豊かな将来、希望を持てる将来を育む役目が、住民、

保護者、行政の責任であると理解している。 

OECD の所見、 

 科学的リテラシー、読解力、数学的リテラシーの 3 分野の中で、2015

年は、科学的リテラシーを重点的に調査していて、結果、日本は各能

力ともに国際的に上位に位置している。ただ、読解力については低下

している。 

文科省の目指す子ども像 

 社会の変化に対応し、生き抜くために必要な資質・能力を備えた子

供たちを育むことが文科省の目指す子ども像であると思う。 

         入園直後の様子と改善策は、0から 3 歳までの親へ、 

 入園直後は、初めての集団で不安と緊張があり、かなりストレスが

かかると思いますので、園児の心の安定を第一に考え、園児との信頼

関係を築き、楽しい園生活が送れるような保育を行っています。 

 幼稚園・保育所・子ども館や、健康づくり課において、様々な行事

等を通じて、０～３歳児を含めた幼少期に、親子の触れ合いの大切さ

を伝えております。 

 

         主体的対話的で深い学びの課題は、 

 教師が子どもたちに、一人では解決が困難だが複数の人数で取り組

めば解決可能で、社会とのつながりを感じられるような課題を提供し、

子供一人ひとりを確かに見取る力が必要になると思う。 

ダイアロジック・リーディング＆研修会 

ダイアロジック・リーディング手法の有効性は十分認識している。

研修機会は設けるよう努力する。 

３ 審 議  

  なし 



 

４ 連絡事項 

 ＜報告＞ 

○令和３年度福岡県マイスター教員表彰受賞者  

  ・粕屋町立仲原小学校  関 亜希子 養護教諭 

 

（１）学校教育課 

   ＊1 月の行事について    

   ＊学校経営報告会について  

 

（２）社会教育課 

   ＊1 月の行事について     

 

（３）給食センター                              

   ＊1 月の行事について 

 

（４）子ども未来課 

   ＊1 月の行事 

    

 

（４）その他 

次回開催日   

教育委員会  令和４年 １月２０日（木） １４：００から 

（管内教育長会 令和 4 年 ２月１０日（木） 

 

 （昨年度の町教育委員会 ２／２４）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

上記会議の経過については、その内容の相違ないことを証するためここに署名する。 

 

 

 

 

 

      教 育 長   西 村  久 朝 

 

                                          

 

 

署名委員   青 木  政 広 

 

                                          

 

 

 署名委員   舎 川  真 理 

 

                                          

 

 

署名委員   長    順 子 

 

                                          

 

 

署名委員   青 木  知 香 

 

                                          

 

 

会議録調整者  早 川  良 一 

 

                                          

 

 


